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癌の微小環境と治療戦略
(Strategy for cancer therapy based on the analysis of 

tumor microenvironment)

癌はそれ自身の増殖能のみならず、周囲の環境 (tumor micro-

environment: TME)を自らの生存に適したように変換させていく力があ

る。TMEの構成要素の細胞（血管内皮細胞、線維芽細胞、免疫細胞な

ど)は、癌細胞によってその形質転換が引き起こされ、癌の増殖や転移

を促進する能力を備えるようになる。その分子機構もようやく解明され

つつある。したがって癌治療においても、癌細胞自身を標的にする方

法にとどまらず、TMEの構成細胞の形質を抗腫瘍性に変えていく治療

は新たな戦略として有効であろうと考えられるようになった。このセミ

ナーでは、TMEの血管やリンパ管内皮細胞、マクロファージ、好中球を

標的とした治療法について我々のデータをもとに紹介する。またTMEの

性質を利用したDDSとして血小板ベクターの有用性についても言及する。
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